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※令和 7年度時点

この作品は、みんなが寝ている間に明日の準
備をしているような感じにしました。暗い中
ぼんやりと静かに光っているような表現をし
たいと考えました。周りは真っ暗ではなく、
部屋の背景もしっかり見えるようにしたかっ
たので、絵の具やクレヨンを使い、重ねて表
現しました。また、床も汚れや模様をしっか
り再現することにこだわりました。

作品名

「明るい労働者」

第67回

今月は、「手伝う」「もう一度」についての手話を紹介します。
問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

広告

親指を立てた左手を体の前に構え、その親指の
背を右手のひらで前に押し出すように 2回たたく。

手の甲を前方に向けて右手を握り、顎の下から前
へ出しながら人差し指を伸ばす。

×2

手伝う もう一度

パークゴルフサークル「さくらそう」の皆さん

31人のメンバーで構成され、月2回荒
川水循環センター 上部公園で活動して
いる。

戸田市シルバー人材センター
パークゴルフサークル「さくらそう」

取材先

雲ひとつない冬晴れの空の下、広々とし
たコースに元気な声が響き渡ります。今
回は、パークゴルフサークル「さくらそう」
の活動を取材しました。
「いいね！」「うわ～惜しい！」「次はもう
少し強く打ってみようか」。あちこちから
聞こえてくるのは、プレー中の仲間を励ます温かな言葉。18ホールを回る個
人戦ですが、3～4人の組に分かれてコースを回るため、まるでお互いのスコ
アを伸ばそうと作戦を練るチーム戦のようにも見えます。ナイスショットに
は自然と拍手が起こるなど、一人で黙々とプレーするのではなく、みんなで
一喜一憂するのが、このサークルの醍醐味です。アットホームな雰囲気の秘

訣は、毎回行うグループ分けのくじ引き。
誰とでも交流できる仕組みがワクワク感
を生み、会話の輪を広げています。
「歩く・考える・笑う」が健康の源だと
言う皆さんからは、冬の寒さをも吹き飛
ばすパワーがみなぎっていました。

戸突撃！
シ アニ さ

ん

田の

パソコン同好会に
インタビューしました！～100年健康・シニア活躍～

このコーナーでは、市内で元気に生き生き活動しているシニア世代の方々を紹介します。




